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1

テーマ
設定
型事
業コー
ス

まちづく
りの推進

特定非営利活動法人
　　　　　　　　　くらしの研究会 交付

　
　「朗読劇教室」

　「朗読劇」とは、役者が台本を持ち、科白（せりふ）を音読することで、ストー
リーやテーマなどを観客に伝える劇をいいます。
　「朗読劇教室」は、障がいの有無や年齢を問わず老若男女の方々を対象と
し、朗読劇の学びや朗読劇を作り上げる体験を通じて、人と人のコミュニケー
ションを図り、自己啓発や自己表現を再発見することと、朗読劇を通じた人づ
くりによるにぎわいのあるまちの実現を目的としています。
　この事業を通じて、社会活動に必要な自己表現や対人関係を学んでいただ
くことで、仕事やコミュニケーションづくりにも役立つと考えます。
　さらに、引きこもりで社会性を放棄している人や生活の張り合いをなくした
人々に対して生きる活力をもたらす効果があります。
　まちづくりは人づくりであり、朗読劇を通じて、人々に夢や希望を持っていた
だくことで「にぎわいのある」、そして、活気に満ち溢れたまちになると考えま
す。
　朗読劇は、まだ確立されていないジャンルですが、将来は、生徒がこの教
室で得た知識と経験を活用し、より多くの方々に朗読劇を広めていく体制を
作ることで、北広島市が朗読劇のまちとして全国から注目を集めることを目
指します。
　昨年使用した朗読劇資料を進歩させ、朗読劇教則本を作成し、各方面で活
動される方々に利用できるよう製本します。

980,000 400,000 400,000

　朗読劇教室が掲げるビジョンは、市が設定したテーマ設定型事業
コースの「にぎわいの創出や魅力づくりに寄与する事業」に適した事
業であり、補助金を交付して支援すべき事業であると考えます。
　なお、事業の実施に当たっては次の点に留意し必ず実施すること。

①福祉・教育施設で朗読劇の体験会を実施するなど、社会参加やコ
ミュニケーションに難を抱える方の生活改善につながる取組みを具
体的に計画書に記載し再提出すること。また、その取り組みによる公
益的な成果を客観的なデータとして報告すること。

②活動の自立性、継続性を意識して、経費の使途については十分に
工夫を行うよう改善を求める。具体的には講師謝金及びポスター等
の印刷製本費は改善の余地があると考えられることから、支出内容
を再検討し、予算書を再提出すること。
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